
報告事項１ 

 

令和 6年度自動運転・隊列走行 BRT 検討分科会（第 1回）について 
 

令和６年７月２６日提出 
 

東広島市地域公共交通会議    

会 長  塚 井  誠 人   

 

１ 提案理由 

令和 6年 7月 11 日に開催した、東広島市自動運転・隊列走行 BRT 検討分科会（令

和 6年度第 1回）の検討状況について報告するものである。 

 

２ 令和 6年度第 1回分科会アジェンダ 

（１） 令和 5年度検討結果の講評・まとめ振り返り 

（２） 前回分科会（R6.5.8 開催）からの活動履歴・トピックスの共有 

 → 本日報告 

（３） 令和 6年度の検討体制 

（４） 令和 6年度検討の進め方 → 本日報告 

（５） 構想の目次案 → 本日報告 

（６） 今後のスケジュール等 → 本日報告 

  



自動運転・隊列走行BRT検討分科会
－ 令和6（2024）年度 第1回 －

令和6 (2024)年7月11日

Confidential

東広島市 地域公共交通会議



1．前回分科会からの活動履歴・トピックス
の共有
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活動履歴・トピックスの共有

日付 内容 備考

2024.5.8 令和5年度第5回分科会 提言書とりまとめ

2024.5.9 国土交通省 共創MaaS実証事業 採択 別途説明

2024.6.6 国土交通省 自動運転社会実装推進事業 別途説明

2024.5.30 広島大学との交通流シミュレーション等に関する意見交換会

2024.6.12 コミュニケーションWG（令和6年度第1回）

2024.6.13 自動運転・隊列走行BRT検討状況の市議会説明（市民経済委員会）
※東広島市一般会計補正予算の議案説明と併せて

別途説明

2024.6.20 広島大学スマートソサイエティ実践科学研究院（SmaSo）
設立記念シンポジウム 自動運転・隊列走行BRT検討事例説明

広島大学MOD共創
会議との連携

2024.6.27 コミュニケーションWG（令和6年度第2回）

Confidential
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トピックスの共有_ 財源リソースの確保_自動運転社会実装推進事業（採択）

▼自動運転社会実装推進事業
（自動運転実証運行）

採択内示

補助率 １０／１０（上限あり）

申請額 120,560千円

内示額 80,000千円

採択率 66.4％

Confidential
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トピックスの共有_財源リソースの確保_共創MaaS実証事業（採択）

▼共創MaaS実証事業
（自動運転・隊列走行BRTプロジェクトマネジメント支援）

補助率 ２／３

申請額 41,000千円

内示額 27,333千円

採択率 100％

採択内示

Confidential
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令和5（2023）年度 令和6（2024）年度 令和7（2025）年度以降

実証運行
（国費10/10）

• 単車自動走行
• 隊列自動走行
• 路車協調システム
• 信号連携
• 有償・定常運行
• 社会受容性調査

実証運行
（国費10/10）

分科会・WG運営
プロジェクトマネジメント

（国費2/3）

• 単車自動走行
• 隊列自動走行
• 路車協調システム
• 信号連携
• 有償・定常運行
• 社会受容性調査

• 単車自動走行
• 隊列自動走行
• 路車協調システム
• 信号連携
• 有償・定常運行
• 社会受容性調査

実証運行
（国費10/10）

（必要な財源を確保）

分科会・WG運営
（直営）

• 計画調整（投資・収支・B/C ・財源・経営体制）

• 運行計画（運行計画・車両設備）

• 専用レーン（道路・信号設備・費用・工程）
• ネットワーク（需要予測・シミュレーション・インパクト）
• 自動運転・隊列走行（実証運行）

• 計画調整（投資・収支・B/C ・財源・経営体制）

• 運行計画（運行計画・車両設備）

• 専用レーン（道路・信号設備・費用・工程）
• ネットワーク（需要予測・シミュレーション・インパクト）
• 自動運転・隊列走行（実証運行）

実績
80,000千円

歳出予算
120,560千円

歳出予算
41,000千円

深
掘
り

分科会・WG運営
プロジェクトマネジメント
（必要な財源を確保）

深
掘
り

• 計画調整（投資・収支・B/C ・財源・経営体制）

• 運行計画（運行計画・車両設備）

• 専用レーン（道路・信号設備・費用・工程）
• ネットワーク（需要予測・シミュレーション・インパクト）
• 自動運転・隊列走行（実証運行）

トピックスの共有_ 財源リソースの確保_分科会の検討リソース
令和6年6月13日
市民経済委員会資料



3．令和6年度検討の進め方
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目標達成に向けた検討シナリオ（案） Confidential

7

構想

調査・研究、実証実験、シミュレーション
④ 宇都宮LRTの事例調査
⑤ BRTの需要推計（総量、時間帯別、区

間別等）、本市へのインパクト（税収
等）を定量化

計画（案）

調査・研究、実証実験、シミュレーション
⑦ 道路交通への影響について、対応方法

（公共交通転移、他経路変更、信号サ
イクル変更等）をシミュレーション

⑪ 自動運転・隊列走行BRTの実証実験
⑫ 試乗会やワークショップを通じた情報発信、

アンケート調査

各関係計画の
立案者と共有

具体的な計画案検討を踏まえた見直し

① 「BRT」と「学園都市」「産業」「市街地の
にぎわい」の連携を整理

② BRTが目指すサービス水準（区間、停
留所、定時性、運行時間帯、自動運
転・隊列走行等）を既存路線バスの現
況を踏まえて整理

③ 整備方針、整備イメージを整理

⑥ 設備計画案（専用レーン、車両等）を
整理

⑧ 運行計画案（ダイヤ、車両・乗務員運
用、路線バス網再編、旅客サービス
等）を整理

⑨ 工期、投資額、収支、B/Cを整理
⑩ 各関係者の役割、費用負担割合、事

業経営のあり方を整理

※令和5（2023）年第5回資料より



4．構想の目次案
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Confidential構想のアウトプットイメージについて Confidential
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• 計画レベルで考えながら、概念的な作文ばかりではなく、数値的なものを踏まえる。
• 数字を交えながら小冊子として作成（参考事例：那覇市LRT整備計画素案）

▲（参考）那覇市LRT整備計画素案



BRT構想目次案

ストーリーライン 章立て 項目 担当WG

１．まずは、冒頭、どこで、何を、どれくらい、を
やるのかを発信
それにより目指す世界観を示したい。

１．「自動運転・隊列
走行BRT」の目標は

（１）目指すサービス水準等（区間、停留所、
定時性、運行時間帯、自動運転・隊列走行
等）
（２）施策目標（15分都市）

・運行計画WG
・計画調整WG

２．なぜ、思い立ったのか、どうして、その場所
でその内容なのか（経緯）、今この構想を作っ
てやっていく必要性は何なのか

２ . なぜ「自動運転・
隊列走行BRT」が必要
なのか？

（１）これから目指す暮らしとまちの姿
（２）現状と課題（ギャップ）
（３）市民意識の調査

・計画調整WG
・ネットワークWG

・コミュニケーション
WG

３．私たちや、わがまちにとって、それをやったら、
今、そして将来（どれくらい先に）何が、どれだ
け、良いことがあるのか（代替シナリオ）

３.「自動運転・隊列走
行BRT」の導入がもたら

す効果は（すう勢と代
替との比較）

（１）生活と暮らしにあたえる効果（代替）
（２）まちにあたえる効果とインパクト
（３）需要予測と需要誘導

・ネットワークWG
・計画調整WG

４．BRTとは何なのか（定義）、どこかで、同
じことをやっているところがあるのか？ そこではど
んな良いことが起こっているのか（事例）

４.「自動運転・隊列走
行BRT」ってなに？

（１）BRT（バス高速輸送システム）とは
（２）自動運転・隊列走行とは
（３）事例（国内・海外）

・計画調整WG
・自動運転WG

５．BRT整備方針。単純に中央走行方式片
側2車線や信号制御だけ出すと、「渋滞」懸念

が噴出するので、シミュレーション結果を出しな
がら数字的にも納得感を持たせる。

5. 「自動運転・隊列走
行BRT」整備方針

（１）整備方針・整備イメージ
（２）交通流シミュレーション
（３）整備スケジュール
（４）経営体制

・専用レーン
・ネットワークWG
・計画調整WG

構想の基本的なストーリーラインとして（5W1Hを意識して）

10



交通ネットワーク全体のサービス向上

ロジックモデルの構築 Confidential

111111

専用レーンBRT
導入

自動運転
の実装

バスの定時性・
向上

バス運転士の
要員削減

大型二種免許
以外の乗務員

で実現
多頻度運行
早朝や深夜
運行

交通事故減
少

交流の集積

人口の増
加

内外の投
資の増加

次世代学園都市構想の実現に貢献

活動 アウトプット アウトカム インパクト

自動運転・隊列走行BRTが、事業としてどのような成果を生み出すのかを、ロジックモデルで表現

定住者
居住者増

地価上昇

隊列走行
の実装

疎密の需要を
柔軟にカバー

乗り換えなしで
需要を面的カ

バー

多客イベント
時でも続行便

なし

バスの速達性
向上

自動車から
バスへの転
換促進

道路混雑緩
和

特定貸切バ
スからBRT転
換促進

企業の立地意向
の向上

バスの利用者
・利用機会増

加

シンボリックな
都市軸・幹線
軸の形成

税収増加

市民の生活
満足度向上

「くらしやすい
まち」という評

判

シビックプライ
ドの醸成

社会的コスト
の削減

郊外路線の
維持・拡充に
向けたリソース

配分
CO2排出削

減

ウォーカビリ
ティの向上

土地利用の高度
化

「働きやすい
まち」という評

判

ロジックモデルは検討の深掘り・検証を進めながら
精査・磨き上げを図る



5．今後のスケジュール
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計画案作成・パブコメ

実験準備
東広島公道実証
（12月～乗客あり）

政策・事業経営
のあり方

目次案・骨子案
シナリオ設定

13

R6（2024）年度 分科会マスタースケジュール Confidential

②BRT計画案作成

④社会受容性面

③技術面

①BRT構想策定

BRT

5月～7月項目 8月～10月 11月～12月 1月～2月

地域公共交通会議

第
5

回
分
科
会

構
想
と
り
ま
と
め

計画整合、
サービス水準案

需要推計・インパクト 意見集約

目次案・骨子案作成

繰越課題
検討

構想骨子案への意見を
踏まえた検討

道路シミュレー
ション反映

第
3

回
分
科
会

構
想
骨
子
案
の
議
論
➁

工期、投資、B/C

5次総との
最終整合・
確定版

最
終
意
見
集
約

自動運
転・隊
列走行

野洲テストコー
ス実証運行

検証計画作成・
準備

第
1

回
分
科
会

発
足
・
進
め
方
の
共
有

市民向け
アンケート 市民向けイベント

学生
試乗会

一般・
関係者
試乗会

報告
書ま
とめ

⑤上位関連計画
第5次総合計画改訂
次世代学園都市構想改訂

参考 答申

第
2

回
分
科
会

構
想
骨
子
案
の
議
論
➀

議案審
査・策定

第
4

回
分
科
会

構
想
素
案
と
り
ま
と
め

7/11 9/上旬 11/上旬 1/中旬 2/下旬

芳
賀
・
宇
都
宮
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン

視
察



６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

１.分科会

２.計画調整
WG

３.運行計画
WG

４.専用レー
ンWG

５.ネット
ワーク
WG

構想とりまとめ・
計画案策定

政策概要・財源
概要各種検討

R6（2024）年度 分科会・WG全体工程（たたき台） Confidential

上位計画整理

投資・収支の仮組

運行計画
見直し

設備計画
見直し

キックオフ・
R5振り返

り・今年度の
目標整理

条件検証・
課題整理

構想・計画内
容の検討、実
証実験前確認

目標設定、上位
計画整理・収支
計画の仮組

①

①
仮説整理・
SIPへの要求
事項整理

① ③②

①

①

②

経営体制
案・財源概
要試算

②

②

運行計画・設
備見直し案

②

SIP中間報告踏まえた需要
見直し・SIPへの要求整理

簡易推計によ
る想定利用者
のあたりづけ

合同開催による
連携・効率化

計画見
直し

簡易推計の追加検証

一般交通量への影響検討
（SIP結果受領）

運行計
画・設備
見直し案

アウトプット報
告・SIP側への要
求事項整理

計画・構想
案の検討

最終結果踏ま
えた取りまと
めの見直し

④ ⑤

③

政策目標整理
・財源整理

④

③

SIPの結果

③

③

⑤
WGアウト
プットの整理

見直し結果
将来推計結
果、交通量
影響の受領

計画案確定

目標増見直し・
財源整理（収
支・投資等）

合同開催による
連携・効率化
合同開催による
連携・効率化

簡易需要予
測・収支計
画に基づい
た検討
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R6（2024）年度 自動運転WG・コミュニケーションWG行程のみConfidential

６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

１.分科会

６.自動運転
WG

7.コミュニ
ケーショ
ンWG

キックオフ・
R5振り返

り・今年度の
目標整理

条件検証・
課題整理 構想・計画内

容の検討、実
証実験前確認

① ③② 計画・構想
案の検討

最終結果踏ま
えた取りまと
めの見直し

④ ⑤

実証実験事前準備
調整走行
＠野洲

調整走行
＠東広島市

一般運行
（試乗会）

④

結果とりまとめ
報告書作成

信号連携事前準備

地域コ
ミッティ
中間報告

地域コ
ミッティ
最終報告

① ③
信号連携設置工事

各種取組み事前準備（並行して取り組みごとの結果とりまとめ）

②① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

プレス アンケート

学校訪問

プレス

広大向け
情報周知

バス運転士
アンケート

一般運行
（試乗会）
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